
- 1 -

伊勢警察署協議会議事録

令和７年度第２回伊勢警察署協議会

令和７年10月８日（水）午後３時40分～午後４時20分日 時
伊勢警察署４階大会議室場 所

１ 警察署協議会 12名
、 、 、 、伊寿香委員 伊藤未来委員 大元秀一委員 北川和也委員

宍戸友洋委員、中澤弘喜委員、中山惣三委員、野口行保委員、
東出健委員、久田哲也委員、藤原亜以委員、森本真紀子委員出 席 者

２ 警察署 9名
署長、副署長、警務官、生活安全課長、地域課長、
刑事第一課長、刑事第二課長、交通第一課長、警備課長

なし傍聴者数

公開公開・非公開の別

議 事 概 要

１ 宿田曽駐在所及び宿田曽漁港の視察
２ 警察署長挨拶
３ 特殊詐欺の現状と防止対策について（生活安全課長）
４ 特殊詐欺防止啓発物品の紹介
５ 協議内容

⑴ 国際電話利用休止申込書について
＜委員＞ 国際電話利用休止申込書を人に配る際は、もらった資料を

コピーして相手に手渡せば良いのか。
【 】 、 。生活安全課長 コピーを取っていただき 渡してもらえれば良い

記載された申込書の提出は、交番や駐在所でも受け付けて
いる。

＜委員＞ 国際電話利用休止申込書を提出した後、手続が完了したら
何らかの通知が来るのか。

【生活安全課長】 通知がくることはない。多くの方に手続をしてい
ただいており、登録に時間が掛かることもある。

⑵ 特殊詐欺被害対策について
＜委員＞ 昨年と比べて被害が増加し、危機的な状況であるとのこと

であるが、その原因としては何が考えられるのか。
【生活安全課長】 伊勢警察署管内に限らず、全国的に増えている現

状であることから、警察庁でも分析している。警察が様々な
対策をしても、特殊詐欺グループも警察対策をしており、い
たちごっこ的な部分もある。このため、どういう理由で増え
ているかは、一概に言うことは難しい。警察だけでなく皆様
の力もお貸しいただきたい。

＜委員＞ 特殊詐欺の犯人グループが低年齢化しているイメージがあ
り、若年層に対する犯罪防止の啓発活動が有効かと思うが、
どのような見解か。
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【生活安全課長】 伊勢警察署管内の各中学校、高校に対し非行防止
教室、薬物乱用防止教室及びネットトラブル防止教室を通じ
て、匿名・流動型犯罪グループに加入しないよう啓発してい
る。

６ 警察署長謝辞

備 考 報道機関１社１名


